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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 一般 社団法人 抗菌 
製品 技術 協議会 （SIAA) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 
改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格で 
ある。 

これによ つて， JISZ 2801:2006 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 
この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 
用 新案 権に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(2) 



著作 條法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



曰 本 工業規格 



JIS 
Z 2801 ： 2010 



抗菌 加工 製品 一 抗菌性 試験 方法 • 抗菌 効果 

Antibacterial products— Test for antibacterial activity and efficacy 

序文 

この 規格 は， 2007 年に 第 1 版と して 発行され た ISO 22196 を 基と し， 日本の 技術 動向， 実態な どに 併せ 
技術的 内容 を 変更して 作成した 日本工業規格 である。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 繊維 製品 及び 光 触媒 抗菌 加工 製品 を 除く， プラスチック 製品， 愈 MMg ロロ，…. セ_ぇ.きマ_ —え ふ 1 
_ぞ 口 _ な さ: 抗菌 加工 を 施 し た 製品 （中間 製品 を 含む。 ) の 表面に お け る 細菌に 対す る 抗菌性 試験 方法 及び 抗菌 効 
果 について 規定す る。 

なお， 防 かび， 防臭， 生物 劣化な どの 抗菌 効果の 副次的 効果 は， この 規格に 含めない。 

お 8-；^_9_9ヌ_ 丄匸現 室_す_§_ 簡き Ji-(g 曩 霄さ魏 )_ —き. 歷ヒ 占- ヒ L 
注記 2 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 22196:2007, Plastics ― Measurement of antibacterial activity on plastics suriaces (MODj 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 "MOD" は， ISO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "修正して いる" 
こと を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 



JIS K 0050 


化学分析 方法 通則 


jrS K 0950 


プラスチック 製 滅菌 シャーレ 


JIS K 0970 


プッ シ ュ ボ 夕 ン式 液体 用 微量 体積 計 


JIS K 3800 


バイ オハ ザ 一 ド 対策 用 クラス 11 キヤ ビネ ッ ト 


JIS K 8101 


エタノール （99. 5 ) (試薬） 


JIS K 8150 


塩化 ナトリウム （試薬） 


JIS K 8180 


塩酸 （試薬） 


JiS K 8263 


寒天 （試薬） 


JIS K 8576 


水酸化ナトリウム （試薬） 
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JIS K 9007 り ん酸ニ 水素 力 リウ ム （試薬) 
JIS K 9017 り ん酸 水素 二 力 リ ゥ ム （試薬) 
J1SR3505 ガラス 製 体積 計 

JIS Z 8802 pH 測定 方法 



3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

IHj 囷 V antibacterial) 

き 表 通-に-おせ —る ifi- 載り 増 運き J] 過す-る-状, -。… 

3.2 

キ几 囷剤 untibacterial agent) 

直接 又は コン パウンドと して 用いる こ どに よって 製品の 表面に おける 細菌の 増殖 を 抑制す る 薬剤。 
3.3 

翻 5 
3.4 

國麵ヌ V 

體 まお-き-力 こ— 観-ロロ 口-。… 
3.5 

t/l!^)Steill (antibacterial activity) 

抗菌 加工 製品と 無 加工 製品と における 細菌 を 接種 培養 後の 生菌 数の 対数 値の 差 を 示す 値。 
3,6 

ナ; t 园効果 ^antibacterial effectiveness) 

抗菌 活性 値から 判断され る 抗菌 加工 製品の 効果。 

4 抗菌 効果 

この 規格の 試験 方法に よって 得られる 抗菌 活性 値が 2.0 以上のと き， 抗菌 加工 製品 は 抗菌 効果が ある も 
のと 判断す る。 

なお， 受渡 当事者 間の 合意に よ り， 2.0 より も 大きい 抗菌 活性 値 を もって 抗菌 効果の 有無 を 判断して もよ 

い。 



5 お C 耽 力） 去 

5.1 試験に 用いる 細菌 

試験に 用いる 細菌の 種類 は， 次に よる ものと し， それぞれの 細菌に ついて 試験 を 行う。 

a) _ ^色ふ こつ 球 1 滔 {Staphylococcus aureus) 

(ス タフ イロ コッ カス ノア ウレ ウス） 

b) 大' j# 囷 \Escnerichia coll) 

(ェ シェ リ ヒア' コリ 一 ） 

試験に 用いる 細菌の 菌 株の 一例 を， 表 1 に 示す。 表 1 に 示す 保存 機関 以外から 分譲され た 菌株を 使用す 



著作権法 により 無断での 裏囊， は 禁止され ております。 
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る 場合 は， 分譲 機関が 世界 微生物 株 保存 連盟 （WFCC: World Federation for Culture Collections) 又は 日本 微 
生物 株 保存 連盟 （JSCC ： Japan Society for Culture Collections) に 加盟して いる 機関で あり， かつ， 表 1 と 同 

一 系統の 菌株 とする。 



表 1 一 試験に 用いる 細菌の 菌株 



細菌の 種類 


菌 株の 保存 番号 


菌 株の 保存 機関 名 


黄色ぶ どう 球菌 

{Staphylococcus aureus) 


ATCC 6538P 
FDA 209P 
NBRC 12732 

CIP 53.156 
DSM346 
NCIB 8625 


American Type Culture Collection 

Food and Drug Administration 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構， 

バイオ テクノロジ一 本部， 生物 遺伝 資源 部門 

Collection des Bactenes deTInsiitut Pasteur Deutsche 

Sammlung von Mikroorganismen und Zellkulturen Gmbh 

National Collection of Industrial and Marine Bacteria Ltd, 


大腸菌 
{Eschericnia coli) 


ATCC 8739 
NBRC 3972 

CIP 53.126 
DSM 1576 
NC1B 8545 


American Type Culture Collection 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構， 

バイ ォ テク ノロ ジー 本部， 生物 遺伝 資源 部門 

Collection des Bactenes del'lnstitut Pasteur Deutsche 

Sammlung von Mikroorganismen und Zellkulturen Gmbh 

National Collection of Industrial and Marine Bacteria Ltd. 



5.2 薬品， 材料， 器具 及び 装置 

この 規格で 用いる 薬品， 材料， 

壬え 乙 ：7ノ_ヒ_(?29 ぷ i ！)… 

肉 エキス 

ペプトン 

精製 水 
藍 

酵母 エキス 
ト リプトン 
グルコース 
カゼイン 製 ペプトン 
大豆 製 ペプトン 



非 イオン 界面活性剤 
..XkHsPoJ., 

；? K 酵: (t; 方-上 _リ_ 之:^. 
...(NaOH)._ 

塩酸 （HC1)__ 



器具 及び 装置 は， 特に 指定がない 限り， 次に よる C 

JJ さ.?^ ま 室: t§ 登 緣ふス よ-せ も- れ。… 

きき物靈 -輕き ― 

き M'lS や-. も 
报謎能纖-す_§_籠??1<??_1 

さ.?^ 丄; 室 m 縁 

壁 纏 翻- Q きえ. 

懲ま物 _虬9_。___ 

纏き き——. 

ま it ち Pit ，も —か… 
ポ リ ォキシ エチレン ソ ルビ タン モノ ォレ エー ト。 

ュす^リ— _:ィノ_レさニ_ヒを9_._(1>— 叩_)丄_ 

_lI_[^^__?_Q9.?J_;Slt§，^— Q-iLせ。.__ 
^^-lさ.?5；ヌ_Q^ — に現ま1：_§_猜鍵_9__も._9_。_._ 

•4J さ.！^ J さ 7_《_ にき- 宾 -1：— §_!f 鍵- Q ——も. —り.。… 

JISK8180 に 規定す る 特級の もの。 
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白金 耳 

乾 熱 殺菌 器 

ォー トク レーブ 

g 金き. ャ. _ ビ: あ:?. 上 
pH 計 
化学 はかり 



:l5^ fjcf 



スト マ ッ 力 一 



シャーレ 



メス ピぺッ ト 



ク リーン ベンチ 



フ ィ ルム 



先端の ループが 約 4 mm の もの。 

温度 を 160〜180 で に 保てる もの。 

温度 12 ピ C (圧力 103 kPa 相当） に 保てる もの。 

.ぉ.ミぉ_さ_ き. Q_o__5y_ さ. ほ. 等 態え ひ。... 

J IS Z 8802 l^M^. t. .§ . pH It 
JiSK0050jCilg_t.l>J.t^ 

微生物 試験 用の もの。 

つもの？ 

温度 ±1 でに 保てる もの。 

内径 約 90 mm のガ ラ ス製， Xj. ネ J えき.?^. _P_ ？え Q 丄;; 患 g す. S ん 

丄 さ—? _Q- ミ: 51 こ 適合-す-? L 虹れ。— 

なく 密着 性の よい 材質 を 使用す る。 厚さ は 特に 規定し ない。 



5.3 殺菌 方法 

試験管， メス ピペット などの ガラス 製 器具 は， アルカリ 又は 中性洗剤で 十分に 洗浄し， 水で 十分す すい 
で 乾燥して から 乾 熱 殺菌す るか， 高圧 蒸気 殺菌した もの を 用いる。 その 殺菌 方法 は， 次の a) 又は b) によ 
る。 また， 白金 耳 及び 試験管 を 火炎 殺菌す る 場合 は， 次の C) による。 

a) 乾 熱 殺菌 殺菌 対象 物 を， 乾 熱 殺菌 器 中で 二 G< _ 場 まゆ 分トふ 上， _」 さえ！; 9」 救 合— ぶ _上 の 時間 
で 殺菌す る。 さ こだ 直驗 疆 き 菌_ さま 象 きお, 紙な ぶ-お? でぬ こ丄^ ^ 

A 丄吝 S A え:？!^ な-き-な ヒ 2— 

b) 高圧 蒸気 殺菌 オート ク レーブに 水 を 入れ， 金網の 棚に 殺菌 対象 物 を 金網 かごに 入れて 載せる。 ォー 

ト ク レーブの ふた を 締めて 加熱し， 温度 m 。C (圧力 10 3 kPa 相当) に _i 5 _:^ 2 _o_;g: 閭運 ：2_。-加熱_ きま も 
19_Q._:Q レ [f^. (こ JM 、冷ぎ {1_ 避ぎ k えき. 蒸 f ゆ-^^ 
_〔こ_^^11；_：^?」丄ニヒ：1ヒ^_?^」ま-宏— 舍き_ャぶ、_杏.?_上ほで、房翔す-§_?— 

1^邀管^揚食5扛_ヌニミ #聞；^きこ 当 T 5 L 

5.4 培地な ど 

培地な ど は， 次に 示す 組成の もの を 用いる。 また， 同一の 組成の もので あれば， 市販品 を 用いる ことが 



a) 普通 ブイヨン 培地 [1/500 普通 ブイヨン 培地 (1/500 NB)] 精製 水 又は イオン 交換 水 1 000 mL に 対し 

て 化学 はかりで 計量した 肉 エキス 3.0 g， ペプトン 10.0 g 及び 塩化 ナ トリウム 5.0 g を 加え 混合 後， 溶 
解し 普通 ブイヨン 培地 を 調製す る。 精製 水で 普通 ブイヨン 培地 を 500 倍の 量に 希釈し， pH 計 を 用い 
pH 6.8-7.2 (25 V) にな るよう に 水酸化 ナ ト リ ゥム 溶液 又は 塩酸 溶液で 調整し， 高圧 蒸気 殺菌す る。 
調製 後， 直ちに 使用し ない もの は 5〜10 での 温度で 保存す る。 調製 後 1 週間 以上 過ぎた 1/500 NB は 
用いて はならない。 



できる。 
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b) 普通 寒天 培地 精製 水 又は イオン 交換 水 lOOOmL に対して 肉 エキス 5.0g， ペプトン 10.0 g， 塩化 ナト 
リウ ム 5.0 g を 加え 混合 後， pH7.0〜7.2 (25 。C) になる ように 水酸化ナトリウム 溶液 又は 塩酸 溶液で 

調整し， _ こ __れ ぶ _ 赛禾 _粉_ 末 JA.-Q_g_ き _如 えし 加熱 溶解した 後， 綿栓 をして 高圧 蒸気 殺菌す る。 調製 後， 直 
ちに 使用し ない もの は 5〜10 °C の 温度で 保存す る。 調製 後 1 か 月 以上 過ぎた 普通 寒天 培地 は 用いて は 
ならない。 

C) 標準 寒天 培地 精製 水 又は イオン 交換 水 1 000 mL に対して 化学 はかりで 計量した 酵母 エキス 2.5 g, 
ト リプトン 5.0 g ，グルコース l.Og を 加え 混合 後， pH 計 を 用い pH7.0〜7.2 (25 V) になる ように 水 
酸化 ナ ト リウ ム 溶液 又は 塩酸 溶液で. 輕聱_ し ぶ 粒ま丄 5 _:QK_tl え 加熱 溶解した 後， 高圧 蒸気 
殺菌す る。 調製 後， 直ちに 使用し ない もの は 5〜10 での 温度で 保存す る。 調製 後 1 か 月 以上 過ぎた 標 
準 寒天 培地 は 用いて はならない。 

d) 斜面 培地 試験管に あらかじめ 温めて 溶解した b) の 普通 寒天 培地 を 6〜10niL 注ぎ， 綿栓 をして 高圧 
蒸気 殺菌す る。 殺菌 終了後， 清浄な 室内に 試験管 を 水平面に 対して 約 15 度 傾けて 置き， 内容物 を 凝固 
させる。 調製 後， 直ちに 使用し ない もの は 5〜10 での 温度で 保存す る。 凝結 水が なくなつ たもの は 溶 
解し， 再び 凝固 させて 使用す る。 調製 後 1 か 月 以上 過ぎた 斜面 培地 は 用いて はならない。 

e) SCDLP 培地 精製 水 又は イオン 交換 水 1 000 mL に対して 化学 はか り で 計量した カゼ ィ ン 製ぺプ ト ン 
17.0 g ，大豆 製 ペプトン 3.0 g， 塩化 ナトリウム 5.0 g ，りん 酸 水素 二 カリウム 2,5 g， グルコース 2.5g 
及び レシチン l.Og を カロえ， 混合 溶解した 後， 非 イオン 界面活性剤 7.0g を 加えて 溶解させる。 pH 計 を 
用い pH 6 ヌ〜 7.2 (25 V) になる ように 水酸化ナトリウム 溶液 又は 塩酸 溶液で 調整し， 高圧 蒸気 殺菌 
する。 調製 後， 直ちに 使用し ない もの は 5〜10 での 温度で 保存す る。 調製 後 1 か 月 以上 過ぎた SCDLP 
培地 は 用いて はならない。 

f) りん 酸 緩衝液 化学 はかりで 計量した りん 酸 二 水素 カリウム 34.0 g に， 精製 水 又は イオン 交換 水 500 
niL を 加えて 混合 溶解した 後， pH 計 を 用い pH 6.8-7.2 (25 で） になる よう に 水酸化 ナ ト リ ゥム 溶液 
で 調:;！ する。 さらに， 精製 水 又は イオン 交換 水 を 加えて lOOOmL とし， 高圧 蒸気 殺菌す る。 調製 後 1 
か 月 以上 過ぎた りん 酸 緩衝液 は 用いて はならない。 

g) りん 酸 緩衝 生理 食塩水 f) のりん 酸 緩衝液 を 生理 食塩水 （0.85 % 塩化 ナトリウム 溶液) で 800 倍に 希 
釈 する。 必要に応じて 試験管 又は 三角 フラスコに 分注し， 綿栓 をして 高圧 蒸気 殺菌す る。 調製 後， 直 
ちに 使用し ない もの は 5〜10 での 温度で 保存す る。 調製 後 1 か 月 以上 過ぎた りん 酸 緩衝 生理 食塩水 は 
用いて はならない。 

5.5 細菌の 保存 

細_12登植_(ま_，__-_き直-昀」こ— fi_lp— __必悪_(?_^£^ぶ__て^金まャ_^^:ネ^：^^^ 

す.§__5,_4_^1)--^5歲歷:培:1_-(-普_通蹇_舌培渔)_-耷_し-も__ぅニ;5_れま^^ 
誉も 1 管 や.!！ き A 炎- 舊 。- …&ま 3き_ え!^ _孝ヌ 蓋-し…: ま ヒ輕 
は 冷-去 ，…- こ- ^>_き__歷ヒ孓_?^き_9__载{$ きニ塑 さしき. 1 り-,…^^ 

_ そ- 9_ 友迭- ゆ, --- 固 丄?^ _1 う i ら… -自盒 耳 9_ き. き-き こ- 2. は:^ 舰菌 _き_ 化き きふ^^ 
で 違 き?〕 上え あ ネ J__ ぎ きき 甚び 還き-? お-こ はェき M まき-せ. な— お 

な 避 面 S 撒き-措 薆罨史 で さ丄こ c_:5 、ヌ 4 _-4 8 -_ま 閬: S 養 _U— その後 は， 温度 5 〜 10 。c で 保存す る。 移植 
してから 1 力、 月 以内に 次の 移植 を 同様に 行い 継 代 培養す る。 継 代 回数 は， 菌株 保存 機関から 分譲され た 元 
株から 数えて 5 回 を 限度と する。 また， 移植して 1 か 月 以上 過ぎた もの は， 次の 移植に 用いて はならない。 
なお， 菌株 保存 機関から 分譲され た菌株 を， 凍結 乾燥， 凍結な どの 長期 間 保存 可能な 方法で 保存した 場 
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を 試験に 用いる 場合 は， 5 回から 保存 菌 株の 継 代 回数 を 引いた 回数 を 使用 限度と する。 



凝結 水 




図 1 一 細菌の 移植 



5.6 試験 操作 

細菌の 取扱い は， 無菌 的に 行う とともに 試験 実施 者， 器具 及び 作業 環境の 細菌 汚染に 注意す る。 必要に 
応じて 安全 キャビネット を 使用し， 次に よる。 

a) 試験 菌の前 培養 5.5 の 保存 菌 株から 5.4d) の 斜面 培地に 1 白金 耳 量 移植し， 培養 器 中で 温度 35±1 T: 
で 16〜24 時間 培養す る。 さらに， この 培養 菌 から 新たな 斜面 培地に 1 白金 耳 量 移植し， 培養 器 中で 温 
度 35 土 1 °C で 16〜20 時間 培養す る。 

b) 試験 片の 調製 試験 片の 調製 は， 次に よる。 

1) 製品の 平らな 部分 を 50±2 mm 角 （厚さ 10 mm 以内) の 正方形に 切り取り， これ を 標準の 大きさの 
試験 片 とする。 ただし， この 正方形に 切り取る ことが 困難 又は 不可能な 場合， 表面積 400〜1 600mm 2 
のフ ィ ルムを かぶせ る こと が 可能な 試 If 矣片の 形状 及び 大きさ であれば， こ の 形状 及び 大ぎさ 以外の 
試験 片を 使用しても よい。 

2) 無 加工 試験 片は， 抗菌 無 加工 製品 又は フィルムから 切り取つ たものと し， 無 加工 試験 片 6 個のう ち， 
3 個 は 試験 菌液 接種 直後の 生菌数 測定 用に， 残りの 3 個 は 24 時間 培養 後の 生菌数 測定に 用いる。 

…輕艇 SS'l/t- 力-， il できな. ぎ 4 含- さ: 2 のク- イノ^^^ 
微生物 汚染， 製品 間の 相互 汚染 及び 汚れに 十分 注意す る。 試験 片は， 製品 そのものから 採取す る こ 
とが 望ましい 力、 製品の 形状から 試験 片の 調製が 困難な 場合 は， 同じ 原材料 及び 加工 方法で 別途 平 
板 状に 加工した ものから 試験 片を 調製しても よい。 

4L-iSffi5;MH 宝き 室鍾 謹で. きな- ヒ場盒 でた-ま 教」 さ-個 L 準 遞：? 1 を 合;:; j まし ヌぇ麵 措 養 後せ 
ま遭翻1塞歷：^_レ：^無1^；^き墜>^ュ通至1^湧.レ!__^塗菌溝接籠1；後;??^^憲黎週定歷^ぜ_7丄ビレ：^.を 
f さ 里す- も 11.(1 通 )._. 準備. でき-な. レ?— 場. 食- (ま- ，—…す- ^ て^ 

C) 試験 片の 清浄 化 b3.._cojSMit.9.^M.^^^^^ 

鼠 ふ-レニな 後.，… 士— 分 き?」 き： 

これらの 処理 をす る ことによって， 試験 片の 軟化， 表面の 塗装の 溶解， 成分の 溶 出な どの 変化が 起 
こ り， これらが 原因で 試験 結果に 影響を及ぼ すと 判断され る 場合に おいて は， 他の 適切な 方法 を 用い 
て 清浄 化する か， 又は 清淨 化せずに そのまま 試験に 用いる。 

d) 試験 菌 液の 調製 a) で 前 培養した 試験 菌の菌 体 1 白金 耳 量 を， 少量の 5*4 a) の 1/500 NB に 均一に 分 
散 させ， 顕微鏡に よる 直接 観察 又は その他の 適切な 方法に よって 菌数を 推定す る。 この 菌液を 1/500 
NB を 用いて 適宜 希釈し， 菌 数が 2.5X10 5 〜10X10 5 個/ mL となる ように 調製し， これ を 試験 菌液 とす 
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る。 試験 菌液 をす ぐに 使用し ない 場合 は 氷 冷 （0 V) 保存し， 保存 後 2 時間 以内に 使用す る。 
試験 菌 液の 接種 試験 菌 液の 接種 は， 次に よる。 

1) C) の 各 試験 片の 試験 面 を 上に して 滅菌 済 シャーレ 内に 置く。 ただし， 試験 面 は 抗菌 加工が 施されて 
いる 製品の 表面と する。 内部まで 抗菌 加工され ている 製品で あっても， 切断面 は 試験 面と しない。 

2) d) の 試験 菌液を メス ピペットで 正確に 0.4 mL 採取し， これ を シャーレ 内の 各 試験 片に 滴下す る。 
標準の 大きさ 以外の 試験 片の 接種 菌 液量 は， 被覆した フィルムの 面積 比で 案分す る。 また， 標準の 
大きさの 試験 片で あっても， 規定に 基づく 菌 液量 を 接種した とき， 陶磁器， タイル， ほうろう， ガ 
ラスな どの ぬれ 性が 極めて 良い 試験 片 では， わずかな 傾斜で フ ィ ルムが 移動した り， フィ ルムの 端 
から 菌 液が 漏れ 出す 場合が ある。 このような 場合 は， 接種 菌 液の 液量 を 規定 量の 1/4 を 限度に 減じ 
て もよ い。 ただし， 試験 片に 接種す る菌数 は， 接種 菌 液量 を 少なく した 場合に おいても， 6.2X10 3 
〜2,5X 個/ とする。 

3) 滴下した 試験 菌 液の 上に フィルム を かぶせ， 菌 液が フィルムの 端から こぼれな いよう に 注意し なが 
ら， 試験 菌 液が フィルム 全体に 行き わたるよ うに 軽く 押さえつ けた 後， シャーレの ふた をす る （図 
2 参照）。 フィルムの 大きさ は， 40±2 mm 角の 正方形 を 標準と する。 試験 片が 標準の 大きさ 以外の 
場合 は， フィルムの 四方の 端が 試験 片ょ り 2.5 mm-5.00 mm 以内と なる ように 大きさ を 調整す る。 
ただし， フィルムの 大きさ は 400mm 2 より 小さぐ して はならない。 また， 試験 片の 形状が 平面で な 
くて フィルム を 密着させる ことが 困難な 場合， 親 水性が あって フィルム を 被覆し なくても 菌 液が 試 
験片 全体に 拡散す る 場合な どに おいて は， フィルム を かぶせる 操作 を 省略す る ことができる。 フィ 
ルムを かぶせる 操作 を 省略した 場合 は， 5.6 b) 1) において 調製す る 試験 片の 大きさ は 40±2 mm 角 

(厚さ 10mm 以内） を 標準の 大きさと する。 

なお， 試験 菌 液の 接種に 当たって， 親 水性が 高い 表面 を もつ 試料な ど， どうしても 試験 菌液 がフ 
ィ ルムの 端から 漏れて しまう 場合 は， 菌 液量 を 0. 1 mL を限度 と し て 減量 し て 接種す る 。 こ の 場合に 
は， 通常 量の 接種 菌液を 適用す る 場合と 同数の 細菌 個数 を 提供す るた めに 菌液 中の 細菌 数の 濃度 を 
高める。 
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-カぇか:_ら講蓮_レ_た!?しン__セク丄-き_虽ヒて_き爾疲ろ__ヒ？_:ソ_左ニ_營「なにみ_^___;^^-^^^ 

(Z).SCDLPtt* 10..mL f 

謹 Z:l ノヒ仝 宝 土が 红^， -_® 驗 藍え 选ぃ. 岀： tMi^^MM で-き- _ ま-な ，—ぶ-れ^:??;^ 接丄 § 等 X をき 
_ そ _れ_ お 上 _9 遍枢至 力-，、. や で _ を ば ftQ ま gfl ヒ ヒ^^ 

SCDLP 培地 10 mL で 洗い出しが 困難な 場合 は， 液量 を 増やしても よい。 



単 IJuL mm 

試験 片 フイルム 試験 菌液 0.4 mL 




図 2 — 試験 片 への 菌 液の 滴下 及び フィルムの 被覆 



f) 試験 菌液を 接種した 試験 片の 培養 試験 菌液を 接種した 試験 片 （無 加工 試験 片 3 個 及び 抗菌 加工 試験 

片 3 個） の 入った シャーレ を 培養 器 中で 温度 35 土 1で， 相対湿度 90% 以上で 24±1 時間 培養す る。 
注記 製品の 抗菌 効果 は， ここで 規定す る 培養 温度で 試験して 得られた 抗菌 活性 値から 判断され る 
が, すべての 当事者が 合意す る 場合 は， 抗菌 加工 製品 カ壞 際に 使用され る 温度 を 考慮した 温 
度 （室温な ど） も 合わせて 試験しても よい。 

g) 接種した 試験 菌の 洗い出し 接種した 試験 菌の 洗い出し は， 次に よる。 

1) 試験 菌液 接種 直後の 試験 片 試験 菌液を 接種した 直後の 無 加工 試験 片 3 個に ついて， 被覆 フィルム 
及び 試験 片 を そ れ ぞれ菌 液が こ ぼれ な いように 注意 し なが ら そ れぞれ 別 の シャーレに 置く。 シ ヤー 
レ 内 に 5.4 e) の SCDLP 培地 10 mL を 加え， メス ピペット で 無 加工 試験 片 上の 試験 菌を 最低 4 回 洗 
い 出し 菌液を 完全に 回収す る。 この 洗い出し 液 は， 速やかに 生菌数 測定に 供す る。 

2) 培養 後の 試験 片 f) の 培養 後の 試験 片 について， 1) と 同様に 試験 菌を 洗い出す。 この 洗い出し 液 は， 
速やかに 生菌数 測定に 供す る。 

3) 試験 菌の 洗い出しに ついては， 被覆 フィルム 及び 試験 片を それぞれ 菌 液が こぼれな いように 注意し 



ぺ^ 09 



3:^0 寸 
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h) 寒天 平板 培養 法に よる 生菌 数の 測定 g) の 洗い出し 液 1 mL を メス ピぺッ トで 正確に 採取し， 5.4 g) 
のりん 酸 緩衝 生理 食塩水 9,0mL の 入った 試験管に 加え， 十分に 混合す る。 さらに， この 試験管から 1 
mL を 新 しい メ ス ピぺ ッ ト で 採 り ， 別の 試験管の り ん酸 緩衝 生理 食塩水 9.0 mL に入れて， 十分に 混合 
する。 この 操作 を 順次 繰り返して， 10 倍 希釈 系列 希釈液 を 作製す る。 洗い出し 液 及び 各 希釈液から， 
それぞれ 1 mL を 滅菌 済 シャーレ 2 枚に 分注す る。 ぶ あ _ら_9_： ヒャニ _レ_ 丄迭 当お ヵ丄 _4_ 6 ニ 4 - 8 二 Q_ に 
力」 さ- 丄 C 上- 9』 き 準 51 培趟丄 さ:: r_?Q;?}k_?; 舰ぇ丄 . 湯 合- す_ _ ？丄シ ャ 一 レの ふた を して 室温で 放置し， 培 
地が 固まった 後， シャーレ を 倒置し， 培養 器 中で 温度 35±1 。C で 40〜48 時間 培養す る。 培養 後， 原 
則と して 30〜300 個の 集落が 現れた 希釈 系列の シャーレの 集落 数 を 測定す る。 洗い出し 液 1 mL を 分 
注 し た 寒天 平板に おいても 集落 数が 30 個 未満の 場合 は， そ の 集落 数 を 測定す る 。 いずれの 寒天 平板に 
も 集落の 形成が 認められない 場合 は" く 1" と 表示す る。 また， 集落 数が 希釈 倍率と 反比例の 関係に な 
い 場合 は， 抗菌 成分の 影響に よって 集落の 形成が 抑制され ている ことが 考えられる ため， 不活化 剤の 
使用 又は 希釈な どに よって 抗菌 成分の 影響 を 受けずに 集落 力 研-成される 方法 を 用いて 生 菌数を 測定す 
る。 

逢lら._ぶぶ_でl^t圣M外9星n：??^s友崔^：^レ_ぅ：^i^し.a本壁舍讀^謹续_:_謹_^?pQ5)^ 

きま 整き' き 迭_3 丄―菌 g 還室丄 i)__Mf ぼき 還 S 養 M^^^.t ま 厚 ま 省— ま S 衛生^^ 

措 数 t ま 物. 轜— _(_2P_9_4_)__ 里え 章舰菌 2授慰_ 旨靈菌 丄舰菌 きき _ き 考__ と 
5.7 生菌 数の 計算 

測定した 集落 数から 式 (1) によって 生 菌数を 求める。 

CxDxV 



N 二 ^ ： ^ ' '…… ••••• • …- - …-' ' (1) 

に， 生菌数 (試験 片 1cm 2 当たり） 

集落 数 （採用 し た 2 枚の シ ヤー レ の 集落 数 平均値） 
希釈 倍数 （採用 し た シ ャ 一 レに 分注 し た 希釈液の 希釈 倍数） 
洗い出しに 用いた SCDLP 培地の 液量 （mL) 
被覆 フィルムの 表面積 （cm 2 ) 



A 

N 
C 
D 
V 
A 



ま 1 [黎^ A_ 直き 駐えせ AH き 接 ズ-ぉ J^:?^ 赛 §11： るえ-纏き-に 力え 二く! 二り 場:^ あ-. に S 二 A". 

合丄 さ.——". く— Q: お."—. を t 

5,8 試験 結果 

試験 結果 は， 次に よる。 

a) 試験 成立 条件の 判定 次の 3 項目の 試験 条件 をす ベて 満たす とき， その 試験 は 有効と 判定す る。 すべ 
ての 条件 を 満足し ない 場合 は， 試験 不成立と 判定し， 再度 試験 を 実施す る。 
1) 無 加工 試験 片の 接種 直後の 生菌 数の 対数 値に ついて， 次の 式 (2) が 成立す る。 

Aiiax ― ^min ^ Q 2 -.. …… . -…" -. …-. ， - — (2) 



ム mean 



に， な 

"me 



生菌数 対数 値の 最大値 
生菌数 対数 値の 最小値 

3 個の 試験 片の 生菌数 対数 値の 平均値 



2) 無 加工 試験 片の 接種 直後の 生菌数 平均値 は， 6.2ズ10 3 〜2.5ズ10 4 個ん111 2 の範囲内でぁる〔 



著作権法に よ り 無断での 複齷， 転載 等 は 禁止 されて おります。 
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3) 無 加工 試験 片の 24 時間 後の 生菌数 は， 3 個の 値が すべて 62 個/ cm 2 以上で ある。 な し __M 雄;]: 諮 

'き-せ- (ぶ 7- 丄ノと 1 き S_ ヒさ こ-場-合- 丄時 E 後-^^ 
b) 抗菌 活性 値の 計算 試験が 成立した 場合に ついて， 式 (3) によって 抗菌 活性 値 を 求める。 数値 は， 小数 
点 以下 2 けた 目 を 切り捨て， 小数点 以下 1 けたで 表示す る。 生菌 数が" く 0.63" の 場合 は，" 0,63" と 
して 対数 値の 平均値 を 計算す る。 

二 (ひ t— ひ。） -(4 一 ひ。） 二 ひ t 一 丰'' •' …… • …… -(3) 



6 試験 結果の 記録 

プラスチック 製品な どの 抗菌 加工 製品の 試験 結果 は， 次の 事項 を 記載す る。 

a) 規格 番号 又は 規格 名称 

b) 試験 開始 日付 

C) 抗菌 加工 及び 無 加工 試験 片の 種類 • 大きさ • 形状 • 厚み 

d) フィルムの 種類 • 大きさ • 形状 • 厚み 

e) 試験 菌種 

f) 菌 株の 保存 番号 

g) 試験 菌 液の 接種 量 

h) 試験 菌 液の 生菌数 

i) 清浄 化の 方法 

j) 5.8 b) の ひ。 • ひに メ t それぞれの 値 及び 抗菌 活性 値， 試験 所 名称， 責任者の 氏名 及び 試験 報告 日付。 
k) この 規定からの 逸脱 事項な ど 



抗菌 活性 値 

無 加工 試験 片の 接種 直後の 生菌 数の 対数 値の 平均値 
無 加工 試験 片の 24 時間 後の 生菌 数の 対数 値の 平均値 
抗菌 加工 試験 片の 24 時間 後の 生菌 数の 対数 値の 平均値 



on ひ。 ^ A 




こ 



参考文献 

JIS L 1902 繊維 製品の 抗菌性 試験 方法 及び 抗菌 効果 



著作 唐 法に よ り でめ 饞 .H WI 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 



附属 書 JA 

(参考） 

JIS と 対応 国際規格との 対比 表 



JIS Z 2801:2010 抗菌 加工 製品— 抗菌性 試験 方法 • 抗菌 効果 


ISO 22196:2007 Plastics ― Measurement of antioacterial activity on plastics surfaces 


(I)JIS の 規定 


(11) 

国際規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇 
条 ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理 
由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 

及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 適用 範 
囲 


繊維 製品 及び 光 触 
媒 製品 を 除く 抗菌 
加工 製品 （中間 製品 
を 含む。） の 表面に 
お ける 細菌に 対す 
る 抗菌性 試験 方法 
及び 抗菌 効果に つ 
いて 規定 




1 


抗菌 加工 を 施した プラス 
チック 製品 （中間 製品 を 
含む。） だけの 抗菌性 能の 
評価 方法 を 規定。 ただし， 
"Note" に は 他の 非 多孔 
質 材料に も 適用して もよ 
いか も しれない と 記載 


追加 


ISO 規格 は， 対象 製品が プ 

ラス チッ ク 製品 だけ に 限 

定。 また， ISO 規格で は抗 

菌 効果の 判定 基準 はない。 


ISO 規格の 対象 製品が 限定され ている 

の は， 専門 委員会で 審議され ると いう 

ISO 機関の 刺 度に よるお の。 

日本で は 消費者から 抗菌 加工 製品の 評 
価の と きに， 抗菌 効果の 判断基準 を 規定 
する こ とが 求められ ている。 
実質的な 差異 はない。 


3 用お 及 

び 定義 


規格に 用い る 主な 
用語 及び 定義に つ 
いて 規定 




JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


抗菌 加工 及び 抗菌 加工 製品 

の 定義 は ISO 規格に はな く 
JIS だけに ある。 


日本の 抗菌性 評価 に お け る 技術 的 事情 
による。 "抗菌" の 定義 は 一致して いる 

m や P 冃雜/ +y>t,、 

リ） C Irj/ES V よ z よ い。 


4 抗菌 効 
果 


抗菌 効果の 判定 基 
準と して 具体的 数 
値で 規定 


8.4 


有効性 を 判断す るた めの 
数値 はすべ ての 利害関係 
者が 合意のう え 決定す 
る。 


追加 


JIS は 抗菌 活性 値 2.0 以上と 

規定。 


各国 又は 製品に よって 判断基準 は 変わ 

る 可能性が あるた め ISO 規格で は 規定 

していない。 

実質的な 差異 はない。 


5 試験 方 
法 


5.2 薬品， 材料， 器 

具の 仕様， 装置， 等 
級な ど を 規定 


4.2 


JIS と ほぼ 同じ だが， ISO 

規格で 等級 を 規定す る こ 
と はない。 


追加 


JIS が 存在す る 薬品， 材料， 
器具に ついては 当該 J1S を 

引用。 精製 水に ついては 日 
本 薬局方 を 引用。 肉 エキス 
と ペプトンとの 組成に つい 

て ISO 規格で は 附属 書 A で 
規定して いる 力、 J1S では 微 
生物 試験 用と 規定。 


日本の 抗菌性 評価 に お け る 技術 的 事情 
による もので， 実質的な 差異 はない。 



Z2801 ： 2010 



iin^ ^^^dsi 一面 讓^ 膽 .Ihwtl ぺぉ 卅1-。 



(I)JIS の 規定 


(II) 

国際規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇 

条 ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JJS と 国際規格 と の 技術的 差異の 理 

由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5 試験 方 
法 （続き） 


5.3 a) 乾 熱 殺菌 方法 
について 規定 




6.1 


JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


ただし 書きに ついては ISO 

規格に はない。 


R 本の キ Jt, 樣 1メ牛|平{而 に お け ス 梓 f/f S 勺 専十害 

による もので， 実質的な 差異 はない。 




5.3 b) 高圧 蒸気 殺菌 
方法に ついて 規定 




6.2 


JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


加熱 後の 具体的 操作 方法に 

ついては ISO 規格に はな 

い。 


日 本の 抗菌性 評価 にお け る 技術的 事情 
に 上ろ も ので 実 暂的か 差 思け ない 




5.3 C) 火炎 殺菌 方法 
について 規定 






- 


追加 


火炎 殺菌 方法 は ISO 規格に 

はない。 


日本の 抗菌性 評価に お ける 技術的 事情 
による もので 実晳 15 勺 か 差 里 はない 




5.4 b) 普通 寒天 培地 

の 調製 方法に つい 
て 規定 




4.2.3.3 


寒天 を 加え 溶解して から 
pH 調製 を 行う。 


変更 


pH 調製 を 実施 後， 寒天 を 加 

え 溶解す る。 


pH 調製の 作業 性向 上の ため 変更。 以後 
の 操作 及び 結果に 影響 はない。 




5.4 C) 標準 寒天 培地 
の 調製 方法に つい 
て 規定 




4.2.3.4 


寒天 を 加え 溶解して から 
pH 調製 を 行う。 


変更 


加熱 溶解 をした 後， pH 調製 
を 行い， 寒天 を 加える。 


pH 調製の 作業 性向 上の ため 変更。 以後 
の 操作 及 び 結果 に 影響 はない。 




5.5 細菌の 移植と そ 
の 後の 保存 方法に 
ついて 規定 




6.4 


元 株の 保存 条件， 移植 後 
の 継 代 時期に ついては 
JIS と 同じ。 


追加 


細菌の 移植 操作 手順に つい 
て は ISO 規格に はない。 


日本の 抗菌性 評価 に お け る 技術的 事情 
による もので， 実質的な 差異 はない。 




5.6 b) 試験 片の 調製 
方法に ついて 規定 






JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


無 加工 試験 片が 準備で きな 
い 場合の 対応 方法 は ISO 規 

格に はない。 


日 本の 抗菌性 評価に お け る 技術的 事情 
による もので， 実質的な 差異 はない。 




5.6 C) 試験 片の 清浄 
化 方法に ついて 規 
定 




7.2 


JIS と 本質的 差異 はない。 


変更 


JIS では エタ ノ ール ふき 力ま 

前提 だが， それに 問題が あ 
る 場合に は 清浄 化しない か 

又は 別法に よる。 ISO 規格 

は 清浄 化 はしない のが 前提 
だが 必要に応じて エタ/一 
ル ふきな どの 操作 をしても 
よい。 


日本の 抗菌性 評価に おける 技術的 事情 
によろ 《、ので 実皙 的た 差虽 はない 
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(I)JIS の 規定 


(II) 

鬧 K ^相 素タ 

番号 


(m) 国 隙 規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇 

条 ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理 


箇条 番号 

"77/ マ f 曰 々 
まひ 逮名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 

の 評価 


技術的 差異の 内容 




5 ゆ 験 力 
法 （続き） 


5.6 g) 接種した 試験 
菌の 洗い出し 方法 
について 規疋 




7.6 


JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


JIS では 従来からの ス ト マ 
ッ カー を 用いる 方法 も g) 3) 
に 併き 己した。 


日 本の 抗菌性 評価 に お け る 技術的 事情 
による もので， 実質的な 差異 はない。 




5.6 h) 寒天 平板 培養 
法に よる 生菌 数の 
m 疋 万 法に ついて 
規定 ： 標準 寒天 培地 
の 加え 方 




7.7 


JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


JIS では 保温 条件 を 規定。 標 

準 寒天 培地 量 も 幅 を もたせ 

キ， 

，乙。 


日本の 抗 菌性 評価に お け る 技術 的 事情 
による もので， 実質的な 差異 はない。 




5.7 生菌 数の 計算に 
ついて 規定 




8.1 


JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


集落 数が "く 1" の 場合， 生 
菌数を "く 0.63" と 表示す 
る 《列 を 言 己 載。 


より 明確に する ため， cm 2 単位の 生菌数 
で 表示す る こ とに した もので， 実質的な 
差異 はない。 




5.8 a) 試験 成立 条件 
の 判定 方法に つい 
て 規定 




8.2 


. JIS と 本質的 差異 はない。 


追加 


無 加工 試験 片に フィ ルムを 
用いた 場合の 24 時間 後の 
生菌 数の 条件 を 追記 


日本の 抗菌性 評価 に お け る 技術的 事情 
による もので， 実質的な 差異お ない。 



JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 22196:2007, MOD 

注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

- 追加 '• …… 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 
- 変更 画 際 規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

注記 2 JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
― MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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.0^0^^ ?1§れ釋|1::1^^ぺぉ19 卅 1-。 
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JISZ 2801 ： 2010 
抗菌 加工 製品 - 抗菌性 試験 方法 • 抗菌 効果 




この 解説 は， 規格に 規定 '記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回の 改正までの 経緯 

1980 年代 以降 広い 分野で 様々 な 抗菌 加工 製品が 登場した ものの， 一部に 抗菌性 能が 認められない 製品が 
流通し， 業界に よって 試験 方法と 評価基準が 異なって いる 状況の 下， 1998 年 経済 産業 省 （当時 通商産業省） 
は， 抗菌 加工 製品の 新しい ルール 作りに 向けて 抗菌 加工 製品 ガイ ドラ イン を 策定した。 この ガイ ドラ イン 
に 対応す る 形で， 抗菌 加工 製品の 抗菌性 試験 方法と 抗菌 効果に 関する この 規格 は， 抗菌 加工 製品の 抗菌性 
を 評価す るた めの 信頼で きる 試験 方法と して 2000 年に 制定され た。 その後， 2006 年に は 追 補 1 として， 
試験に 用いる 細菌の 菌 株の 保存 番号 及び 保存 期間 名が 改正され た （以下， 旧規 格と いう。） 後， 今回の 改正 
に 至った。 

今回， 一般 社団法人 抗菌 製品 技術 協議会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この 
JIS 原案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 22 年 12 月 
20 日付で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

日本に おいて 成長し 市場 に 定着 し た 抗菌 加工 製品 は， そ の 後， 日本 か ら 抗菌 剤 及び 抗菌 加工 製品が 海外 
に 輸出され， また 外国で も 独自に 技術 開発され た 結果， 徐々 に 海外市場が 形成され， 抗菌 加工 製品の 海外 
取引 も 盛んに なりつつ ある。 このよう な 背景の 下， 抗菌 加工 製品 試験 方法の 国際 標準化の 必要性が 高ま り ， 
旧規 格に 規定す る "抗菌 加工 製品の 抗菌性 試験 方法 及び 抗菌 効果" を 国際規格 化す るた めに 国際 標準化 機 
構 （ISO) に 提案した 結果， 2007 年 9 月に ISO 22196 (以下， ISO 規格と いう。） が 制定され た。 

上記の ように ISO 規格 は， この 規格 を 基に 制定され た 力?， 国際 審議 を 進める 中で， 一部に 外国からの 提 
案 や 意見 を 受け入れ 追加 '修正した 部分 も 生じて いる。 このため， ISO 規格との 整合性 を 図る ため， この 
規格の 改正 を 行う こ とに した。 ただし， 一部に ついては 日本の 抗菌 評価の 技術 動向 及び 実態 を 考慮し， ISO 
規格と 相違す る 部分 も 含まれて いる。 

3 審議 中に 問題と なった 事項 

今回の 改正 は， ISO 規格 を 基に 改正 を 行って いる 力、 審議 中 特に 問題と なった 事項と して， 日本の 抗菌 
性 評俪に お け る 技術 動向 及び 実態 を どのよう に 勘案 し， ISO 規格と の 整合性 を 図 るかと いう 問題が あ り ， 
この 点 も 含め， 改正 を 進める 上で 審議され た 主な 事項に ついて， ISO 規格との 関係 も 踏まえて 解説に 記載 

した。 



解 1 

著作権法に よ り 無断での 複製， il ほ 載 等は續 止されて お り ま す。 
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4 適用 範囲 

旧規 格で は， すべての 抗菌 加工 製品 を 対象と し， 繊維 製品に ついては， 5.1 で JIS L 1902 に 規定す る定 

量 試験 を 使用す る ことと し， プラス チッ ク 製品， 金属製 品， セラ ミ ッ ク 製品な どの 繊維 製品 以外の 製品 は， 
5.2 に 規定す る 試験法 を 適用す ると 規定して いた。 このよう に， 別の JIS が 適用され る 繊維 製品 を わざわざ 
この 規格 内に 取り入れ たの は， 様々 な 用途の 抗菌 加工 製品の 抗菌 効果 を 一元的に 評価' 実施で きる こと を 
主眼と したためであった。 

しかし， 繊維 製品の 抗菌 試験 方法 は 独自の JIS として 対応す る 国際規格 も 制定され ており， この 規格の 
中に JISL 1902 を 包含 させて おく 格段の 理由が なくなった ことな どから， 今回， 繊維 製品 は， 適用 範囲 か 
ら 除外した。 同様に 光 触媒 を 抗菌 剤と して 利用して いる 抗菌 加工 製品の 抗菌性 評価 試験 方法 は， 光照 射 を 
必要と する 試験法で あり， 別の 規格 （J1SR1702) で 規定され ており， 対応 国際規格 も 制定され ている こ 
とから， この 規格の 適用 範囲から 除外した。 

なお， 審議 過程に おいて ハイ プリ ッ ド光 触媒 抗菌 加工 製品の 光 触媒 以外の 機能に よる 抗菌 効果 を 本 規格 
で 測定 し たいので 適用 範囲に 追加 して ほしいと の 要望が あ つ たが， 検討の 結果， 光 触媒 以外の 楼 能に よ る 
抗菌 効果 を こ の 規格で 評価す るた めに は， こ の 規格 を 暗 所で 適用す るた めの 試験 条件の 設定が 必要で あ る 
との 結論に 達し， その 試験 条件 を JISR 1702 の 規定と して 整備し， この 規格 をハ イブ リツ ド光 触媒 抗菌 加 
ェ 製品の 光 触媒 以外の 機能に よる 抗菌 効果 試験に 適用す る ことに 支障がない こと を 確認す るまで は， 本規 
格の 適用 範囲から 光 触媒 抗菌 加工 製品 を 外す ことにな つた。 また， ISO 規格で は， ISO 組織の プラス チッ 
ク 製品の 専門 委員会 （TC61) の 中で 審議され 制定され たこと から， 試験 方法の 対象 を プラスチック 製品に 
限定して いる。 しかし， ISO 規格の 基と なった この 規格 は， 上記の ようにす ベての 抗菌 加工 製品 を 対象に 
適用で きる 試験 方法で ある こと， ISO 規格の 適用 範囲の 注記に， この 国際規格 は， 他の 非 多孔 質 材料に も 
適して いる 可能性 を 明示して いる ことから， 今回の 改正で も プラスチック 製品 に 限定せ ず に ， 繊維 製品， 
光 触媒 抗菌 加工 製品 以外の すべての 抗菌 加工 製品 を 適用 対象と した。 

この 規格 は， 抗菌 加工 を 施した 製品の ほか， 最終 製品の 一部と なる 材料 も 対象と している。 例えば， 対 
象と なる 抗菌 加工 製品と して， 次の ような ものが 挙げられる。 ' 

a) 電気製品 洗濯機， 掃除機， 冷蔵庫， 食器 洗浄器， 電気 ジャー ポッ ト， 炊飯器， 空気清浄機 

など 

b) 建築 材料 床材， タイル， アルミニウム 建材， 塗装 材， 手すり， 壁紙な ど 
C) 住宅 設備 機器 温水 洗浄 便座， 便器， 浴槽， 食器 洗浄器な ど 

d) キッチン 用品 包丁， まな 板， 流し 三角 コーナー， ごみ かご， 水き り セット， 弁当箱， 

食品 保存 容器な ど 

e) バス' トイレ 用品 湯 上り バス マット， 浴室 用 腰掛， 湯 桶， トイレ 用 コーナー ポット， トイレット ぺ 







一 パー ホルダー， ボトル （シャン フ 


。一な ど） など 




家庭用品 


歯ブラシ， かみそり など 




g) 


事務機器， 印刷物 


筆入れ， 電卓， ラベル プリンター， 


雑誌， カタログ など 


h) 


健康， 医療用 品 


酸素 濃縮 器， リストバンド， ス イミ 


ング ゴーグル など 


i) 


ぺッ ト 用品 


ぺッ ト用 トイレ， ぺッ ト用 マツ ト， 


猫 砂な ど 


j) 


輸送機関 


自動車 内装， 自動車 ス テア リ ング， 


航空機 トイレ， エレベーター 操作盤な ど 


k) 


その他 


キャッシュカード， 指紋 認証 装置， 


携帯電話 など 



材料で いえば， プラスチック， 金属， セラ ミックス， ゴム， 木材， 紙， 塗装 製品な どが 対象と なる C 

終 製品の 一部と なる 成形 品， 中間 製品 もこの 規格の 適用 範囲と した。 

解 1 



著作 梅 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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なお， 抗菌 塗料， 抗菌 スプレー などの 製品 は， 液状 及び 気体の 形状が 固定され ていない 物質で ある 力、 
こ の 規格 は 固体 表面の 性能 を 図る ため の 試験 方法で あ り ， 直接， 液体 及 び 気体 を 評価す る 試験法で はない 
た め 適用 範囲 か ら 除外 した。 た だ し， 抗菌 塗料 を 塗装 し た 塗 膜 や 抗菌 ス プレー を 噴 霧し た 物体 は 固体 表面 
であ り ， こ の 規格で 直接 評価で き る た め， こ の 規格の 対象 と した。 

5 規定 項目の 内容 
5.1 抗菌 （本体の 3.1) 

抗菌 加工 製品 ガイドライン 制定 以前 は" 抗菌" という 用語に ついて， 学会， 業界団体 などに おいて 一定 
の 定義 はされ ていた ものの， 共通の 定義 又は 認識が されて いなかった。 抗菌 加工 製品 ガイ ドラ インに おい 
て， 抗菌 加工 製品に おける 抗菌と は， "当該 製品の 表面に おける 細菌の 増殖 を 抑制す る こと" と 定義され， 
本 規格に おいても この 定義 を 踏襲して いる。 すなわち， 抗菌と は 細菌の 増殖 を 抑える という ことで， 製品 
表面の 細菌が なくなる という ことで はない。 

この 定義で 対象が" 細菌" に 限定され たために， 抗菌に はかび などの 真菌 類 は 含まれな いこ とに なった。 
また， 抗菌の 及ぼす 範囲 はあくまで も" 製品 表面" に 限定され る。 
5.2 抗菌 効果 （本体の 箇条 4) 

抗菌 効果 は， 製品 上の 24 時間 後の 試験 菌の 生菌 数が 無 加工 製品 上の 生菌 数の 1 % 以下 （抗菌 活性 値 2.0 
以上） となる ことと 定義した が， その 内容 は， 次のと おりで ある。 

a) 抗菌 活性 値が 2.0 未満の 場合で あっても， 相対的に 細菌 数が 減少して いれば 細菌の 増殖 を 抑制して い 
ると いえる 力 s， 細菌の 感受性の 相違， 試験 方法 自体の ばらつき 評価 者 及び 試験 所 間の ばらつき など を 

考慮した。 さらに， 次に 示す 細菌の 増殖の 抑制と いう 抗菌の 定義から， ばらつきの 範 H 及び 最初の 細 

菌数を 上回らな いこと を 考慮し， 間違いな く 効果が 確認で きる 数値と して， 抗菌 活性 値 を 2.0 以上と 

した。 

1) 一般的に， 寒天 平板 培地に よる 細菌 数 計測で は， 1 けた （対数 値で 1) の 相違 は 起こる 可能性が ある 
と 考えられ ている。 

2) この 試験 条件に おいて， 試験 菌は 接種 菌液 濃度 10 5 オーダー (対数 値 5) の ものが， 24 時間 後に は 
抗菌 効果の ない 材料の 上で は 一般的に 10 6 オーダー （対数 値で 6) かそれ 以上に 増殖す る。 

b) 対応す る 国際規格 では， 各国に おける 抗菌 効果の 捉え 方に 差異が ある こ とな どから 有効性 を 判断す る 
ための 具体的な 数値 を 示さず， すべての 当事者の 合意に より 定める ことにな つてい るが， 個々 の 一般 
消費者に ついて 合意の 有無 を 確認す る こ と は 困難で あり， 具体的な 数値が あった 方が 有効性の 判断が 
明確で ある こ と， 日本で は 抗菌 活性 値 2.0 以上と いう 数値が 市場 及び 業界 関係者で 定着して いる こ と 
から， a) で 述べた ように 従来 通りの 数値 2.0 以上で 規定す る ことにした。 

C) しかし， 抗菌 活性 値 は， その 数値が 大きぐな るに 従って， 細菌の 増殖 を 抑制す る 効果が 大きく なるこ 
と を 示す 力 V 抗菌 活性 値 をいた ずらに 高く する こと は 環境への 影響 及び 安全性の 観点から も 望まし く 
はない。 実用的に は 使用 用途に 応じた 抗菌 活性 値の 設定が 必要で あり， 更に 安全性 • 持続性に ついて 
も， 別途 評価が なされるべき である。 

このため， 受渡 当事者 間の 合意に' よって， 2.0 よ り も 大きい 抗菌 活性 値 もって 抗菌 効果の 有無 を 判断 
しても よいと した。 また， その他の 副次的 効果 は， 各 関連 業界団体 及び 製造業 者の 責任に おいて 検証 
する 必要が ある。 

d) この 数値 は 抗菌 劾果の 一つの 目安で あり， 実際に は， 製品が 使用 又は 保管され る 温 湿度 • 製品の メ ン 
テナ ンス 状況' 製品に 付着す る 細菌 種 • 製品に 残存す る 栄養 成分の 種類 及び 濃度 • pH などの 様々 な 

解 3 



著作権法 により 無断での lit«, 等 は 禁止され ております。 
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抗菌 効果の 変動 要因が あるた め， 実際の 使用 条件 下にお ける 抗菌 効果 を 保証す る もので はない。 
試験 方法 
試験 方法 は， 次のと おりで ある。 

試験に 用いる 細菌 （本体の 5.1) 試験に 用いる 細菌の 菌 種と して は， 日常生活に かかわりが 深ぐ 人体 
に 身近な 細菌であって 入手 及び 取扱いが 困難で ない ものと して， 従来 通り グラム 陽性 菌 として， 黄色 
ぶどう 球菌 及び グラム 陰性 菌 として 大腸菌 を 選択した。 ただし， この 試験 菌は， すべての 細菌 を 代表 
する もので はなく， こ の 細菌 を も つてす ベて の 細菌に 対 し て 効果 を 発揮す る もの と 解釈 し て は な ら な 
いこと に 留意す る 必要が ある。 

なお， 菌株 及び 菌株 保存 機関の 例に は， 国際規格に 整合させる ため， 新たに フランス， ドイツ， ィ 
ギリスの 菌株 保存 機関 及び その 保存 菌株を 追加した。 
薬品， 材料， 器具 及び 装置 (本体の 5.2) 

1) 試験に 用いる 薬品， 材料， 器具 及び 装置に ついて その 仕様 等 を 規定した。 

なお， 相当す る JIS が ある もの は， 該当する JIS を 明記した。 

2) 精製 水 は， ISO 規格で は， 電気伝導 率で 品質 を 規定して いる 力ま， この 規格で は， 従来 通り 日本で 実 
績の ある 日本薬局方の 基準に 適合す る ものと した。 

3) 肉 エキスと ペプトンの 品質に ついて， ISO 規格で は 附属 書 A で 特に 規定して いる。 日本で 使用され 
ている 薬剤 も ほぼ これに 近い 組成で ある 力、 附属 書 A に 規定 するとお りの 品質 を 保証す る 薬剤 は， 
国内で は 販売され ていない ため， 従来 通り 微生物 試験 用と した。 

なお， 現在， 国内で 市販され ている 微生物 試験 用の 肉 エキス 及び ペプトン を 使用して もこの 規格 
の 試験 方法に 格別の 問題 はない ことが 確認され ている。 

4) フィルムに は 菌液を 覆う カバー フィルム 及び 無 加工品の 代わりに 使用す る ものが あって， いずれも 
微生物の 発育に 影響を及ぼさず 吸水性が なく 密着 性の よい もの を 使用す る 必要が ある。 この 条件に 
適合し 入手し やすい ものと して は， ポリエチレン フィ ル ム . ポ リ プロピレン な どの 材質が 好 ましい。 
特に はん 用され ている もの は， ポリエチレン フィルムで あるので， フィルムの 代表例と して ポリ ェ 
チレン フィルム を 挙げた。 

なお， フィルム は， あらかじめ カットした 後， アルコールで ふく か 滅菌 済みの フィルムの 場合， 
無菌 的に カツ ト して 用いる 力、， 又は 微生物 試験 用の スト マッカ 一 袋の あらかじめ 滅菌 済みの もの を 
用いても よい。 フィルムの 厚み は 50〜100 卞 m 程度の 取扱い やすい もの を 選定す る とよい。 また， 試 
験片 表面が 平滑で ない 場合 は， 厚みの 小さい もの を 用いる と 表面に 密着し やすい。 
殺菌 方法 （本体の 5.3) 乾 熱 殺菌 法に ついては， ISO 規格に 合わせ 殺菌 条件の 温度と 時間と を 組み合 
わせて 規定した。 ただし， ISO 規格 中に 規定され ている 温度 条件のう ち 180 T: で 殺菌す る 条件で は 変 
質が 起きる 可能性が あるた め， 国内で は 通常 使用され ていないので， 170で ど 16(rC の 温度に おける 
条件 だけ を 規定した。 
培地な ど （本体の 5.4) 

1) 普通 ブイ ョ ン 培地 [1/500 普通 ブイヨン 培地 （1/500 NB)] 普通 ブイ ョ ン 培地に は， 従来 普通 ブイ 

ヨン 培地 を 調製し， 直ちに 使用し ない 場合 は 5〜l(rC で 保存す る ことにし ていた。 この 規格で は， 
ISO 規格に 整合させる ため， 普通 ブイ ョ ン 培地 調製 後 直ちに 精製 水で 500 倍に 希釈し 1/500 普通 ブ 
ィ ヨン 培地 を 調製す る ことにした。 1/500 普通 ブイヨン 培地の 保存 方法 及び 保存 期間 は 従来 規定が 
なかった 力ぶ， ISO 規格に 合わせ， 5〜10°C で 保存し 1 週間 以内に 使用す る 規定 を 追加した。 

なお， 試験 菌 液の 培地 濃度に ついて， 旧規 格で は 制定に 際して， 抗菌性 評価 試験の 安定性の 観点 

解 4 
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及び 検証 試験 結果から 栄養 濃度 を 1/500 NB と 規定した。 検証 試験で は 培地 濃度が 1/200 NB と 
1/500 NB の 場合に ついて 比較し 両者の 間に 明らかな 差はなかった 力、 抗菌 加工 製品の 抗菌 効果が 洗 
浄 し た 後の 細菌 増殖 を 抑える という こと を 想定して いる ものである ことから ， 栄養分 濃度 は 低 濃度 
でよ いと 判断し， 今回の 改正に 当たっても 従来 通り 1/500NB とした。 
2) 普通 寒天 培地 普通 寒天 培地 は， 従来， 寒天 粉末 を 加えた 後， pH 調整 をす る ことにな つていた が， 
操作が しやすいよう pH 調製 後に 寒天 粉末 を 加える ことに 改正した。 この 改正 内容 は， ISO 規格と 
は 異なる。 

e) 細菌の 保存 （本体の 5.5) 継 代 回数に ついては， 従来， 菌株 保存 期間から 分譲され た 元 株から 10 回 
まで 使用可能と していた が， 試験 結果の バラ ツキ を 減らす ため， ISO 規格に 整合 させて， 5 回までと 
改正した。 

f) 試験 操作 （本体の 5.6) 

1) 無 加工 試験 片の 取扱い 試験 片の 調製に 関連し， 抗菌 効果の 判定に おいて 対照と なる 無 加工 製品の 
扱いに ついて， 次の 議論が 行われた。 

抗菌 効果の 判定 は， 無 加工品との 比較に よって 行う ことにな つてい る 力、 これに 対して， 材料 自 
体 又は 抗菌 剤 以外の 添加物な どが 抗菌 効果 を もっている 場合が あ り ， 無 加工 製品 と の 比較で は 抗菌 
効果の 判定が できない。 絶対的な 抗菌 レベルの 評価と して は 正し く ない などの 意見が あり， また 抗 
菌 加工 製品が 広 く 一般的に な る につれ て 無 加工 製品の 入手が む しろ 困難と なりつつ ある。 

そこで， 基本的に は 無 加工 製品 そのものから 試験 片を 採取す る ことが 望ましい が， 無 加工 試験 片 
が 入手で きない 場合に ついて ISO 規格で は その 対処 法に ついて 規定がない 力、 従来 通り 細菌の 影響 
を 与えない ポリエチレン フィルム などの フィルム を 代用で きる ものと した。 ただし， 無 加工 試験 片 
を 使用し ない 評価の 場合， 製品 そのものの もつ 抗菌 効果 も 付与され ている こと を 理解して おく 必要 
が ある。 この場合， 抗菌 加工 製品の 安全性 及び 持続性の 確保の ために は， 製品 設計 上， 各 関連 業界 
団体 及び 製造業 者が 抗菌 加工に 当た り 抗菌 剤 以外の 抗菌 効果 を も つ 物質 を 特定す るよう 務める 必要 
力 《ある。 

ま た， 無 加工 試験 片が 所定 全 枚数 は 用意で きない ものの 半数が 準備で きる 場合で は， でき る だけ 
無 加工 試験 片の 品質 を 反映すべき ものと し， 24 時間 培養 後の 生菌数 測定 用に 使用す る こ と した。 た 
だし， 半数 (3 個） 準備で きない 場合に は 無 加工 試験 片の 品質 を 反映す る こと は 困難で あるた めす 
ベて フィルム を 使用す るの がよ い。 

2) 試験 片の 清浄 化 試験 片の 清浄 化で は， ISO 規格で は， 清浄 化 を 避ける ことが 望ましい が， 必要が 
あれば エタノール ふきな どの 方法に より 清净 化で きる ものと している。 しかし， この 規格で は 試験 
片を 試験 前に エタノール ふき を 行う という 実績の ある 方法 を 従来 通り そのまま 採用した。 ただし， 
エタノール ふきが 原因で 試験 結果に 影響が 及ぼす と 判断され る 場合に は， 他の 方法で 清浄 化する 
か, 又は 清浄 化 をし ないで そのまま 試験す る ことと 規定して いるので， 実質的に ISO 規格と は 相反 
しないと 考えられる。 

3) 試験 菌 液の 調製 試験 菌 液の 調製で は， 旧規 格 は， 1/500 NB に 調製す る 操作に ついて 規定して いた 
が, この 規格で は， 本体の 5.4 a) で 1/500 NB に 調製す る 操作に ついて 規定し， ISO 規格に 合わせて， 
本体の 5.6 d) から 削除した。 これによ つて， 旧規 格で は， 普通 ブイヨン 培地 調製 時と 1/500 NB 調整 
時の 2 回 高圧 蒸気 殺菌す る ことにな つていた ため 菌 液の 変質が 危 ぐされ たが， 高圧 蒸気 殺菌 を 1 回 
にと どめる ことにな りこの 問題が 解消され た。 

4) 試験 菌 液の 接種 試験 菌 液の 接種で は， 接種す る菌数 は， 旧規 格で は， 試験 片 1 個 当たりで 規定し 

解 5 
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ていた 力 s， ISO 規格に 整合させる ため， 試験 片面 積 （1 cm 2 ) 当たりの 数値で 規定す る ことにした。 
例えば， 本体の 5.8 a) の 無 加工 試験 片の 接種 直後の 生菌数 平均値の 範囲 は， 6.2 X 10 3 〜2.5 X 10 4 個 Z 
cm 2 と 規定した。 標準の 大き ざより 小さな 試験 片を 用いた 場合 は， その 面積に 応じた 接種 菌 液量 を 
使用す る 力 V 試験 片 1 個 当たりの 接種 菌数も その 面積に 応じて 変動す る ことになるので， 試験 菌液 
濃度 は 試験 片の 面積に かかわらず 一定になる。 

接種に 当たって 親 水性が 高い 表面 を もつ 試料な どで 試験 菌 液が こぼれて しまう 場合に は 従来 通り 
菌 液量 を 1/4 の 0.1 ml まで を 限度と して 減少す る ことで 対応した。 ISO 規格で は， 菌 液量 を 減量し 
て もな お 試験 菌 液が 漏れ る 場合 を 想定 し ， ASTM E2180 で 採用 されて いる 寒天な どの 増 粘 効果の あ 
る 成分 を 添加し 試験 菌 液の 粘度 を 上げる こ と を 可能と している 力、 国内の 試験 実績で は 試験 液量の 
減量 を 行えば 実質的に 試験 菌 液の 漏え い （洩） は ほとんどな いこと を 確認して いるた め， 増 粘 操作 
は 不要と 考え この 規格から 削除した ため ISO 規格と は 異なって いる。 

なお， 菌液 漏え い （洩） に 対応す るた めに 液量 を 減少した 場合に は, 試験 片の 面積が 通常の 面積 
であれば 菌数は 通常の場合と 同じで あるた め， 結果と して 液 中の 細菌 濃度 は 通常よ り 増加す る こと 
になる。 

試験 菌液を 接種した 試験 片の 培養 試験 菌液を 接種した 試験 片は， 従来 通り 温度 35 土 rc， 相対 湿 

度 90 % 以上で 24±1 時間 培養す る ことにした。 培養 温度に 関して は， 旧規 格の 制定に 際して， 製 
品が 実際に 使用され る 室温に 近い 25 士 1 て と， 試験 菌 液の 増殖 適温で ある 35±1 で とする かにつ い 

ての 検討が 行われて いる。 その 結果， 25 士 rc の 方 力ぐ 若干 抗菌 効果が 低くなる 傾向が あった ものの， 

両 温度に 大き な 差が な かつ たため， 試験の 簡便 性 という 観点 か ら ， 冷却 機能が な い 恒温器の 使用 も 
考慮し， 夏場で も 制御が 可能な 温度で ある 35±1 。C を 採用した。 ISO 化 審議に 際しても このような 
35 土 1 。C 採用の 理由 は 諸外国で も 理解 をされ ている。 培養 温度に 関して は， ISO 規格に 合わせす ベ 
ての 当事者が 合意す る 場合に は 抗菌 加工 製品が 実際に 使用され る 温度 を 考慮した 温度 も 合わせて 試 
験しても よい こと を 注記に 示 し た。 培養 温度 は， 従来 通 り 1/500 NB にお け る 大腸菌 と 黄色ぶ ど う 球 
菌の 増殖 時間と 試験 スケジュール を 考慮し， 24 土 1 時間と した。 また， 菌 液の 乾燥 を 防ぐ ため 相対 
湿度 90% 以上で 培養す る ことと した。 

接種した 菌 液の 洗い出し 接種した 試験 菌の 洗い出し では， 従来 スト マッカ 一 袋 を 用いて 行う 方法 
を 採用し， これと 同等 以上の 回収 率が 認められ るので あれば， ほかの 方法 も 使用 を 認めて いた。 今 
回の 改正で は， より 操作が 簡単な スト マッカ 一 袋 を 使わず 直接 ピペットで 洗い出す 方法が 多く 使用 
されて いる 現状 を 踏まえ， ISO 規格で 採用され ている ピぺッ ト法も 採用す る ことにした。 従来の ス 
ト マッカ 一 袋 を 使用す る 洗い出し 法 は， ISO 規格 に は な レ ^ が， 従来 通 り 使用で きる ことにした。 こ 
れら 二つ 以外の 方法 も， これら 両 法と 同等 以上の 回収 率が 確認で きる 方法で あれば 用いても よい。 
生菌 数の 計算 （本体の 5.7) 生菌数 は， ISO 規格に 整合させる ため 式 （1) に 従い 被覆 フィルムの 表 
面積 メ （cm 2 ) 当たりで 算出す る ことにした。 ただし， 5.6 e)3) により 被覆 フィルム を 省略した 場合 
に は ^ として 抗菌 加工 試験 片 又は 無 加工 試験 片の 表面積 （cm 2 ) を 使用す る。 そして， 集落 数で が 
1 未満の 場合に は C を 1 とおいて， そのと きの V， A， D に応じて 生 菌数を 算出す る ことにした。 こ 
れ により， 例えば F が 10ml， メカ q6cm 2 ， /) が 1 の 場合に は "く 0.63" と 表示す る。 
試験 結果 （本体の 5.8) 

試験 成立 条件の 判定で は， 無 加工 試験 片の 接種 直後の 生菌数 平均値 [本体の 5.8 a) 2)] 及び 無 加工 
試験 片の 24 時間 後の 生菌数 [本体の 5.8 a) 3)] とも， ISO 規格に 整合 させ るた め cm 2 当た り の 数値 

で 規定す る ことに 改正した。 
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2) 抗菌 活性 値の 計算で は， 従来の 生菌 数の 平均値から 対数 値 を 求める 方法から， ISO 規格に 整合す る 
ため， 生菌 数の 対数 値の 平均値 を 求める 方法に 改正した。 
5.4 試験 結果の 記録 （本体の 箇条 6) 

記録すべき 事項に ついて， ISO 規格に 合わせて， 試験 所 名称， 責任者 氏名， 試験 報告 日， 試験 開始 日， 
規格 番号， 清浄 化 方法 及び 規定からの 逸脱 事項 を 追加した。 

6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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